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河川 （ ） 再評価カルテ河川事業

仁淀川は、下流部の直轄区間においても概ねＡＡ類型の水質を達成し、透明度の高い極めて清冽な水質を維持している河川であ
る。しかし、10.3k付近に合流する左支川相生川の水質は劣悪（白濁化）で、その流入のため合流点より下流の仁淀川では、左岸
に沿って白濁水が流下し、汚濁物が堆積するなど水質・景観上の問題が顕在化している。また、合流点の下流側には上水（高知
市、いの町）取水施設があるため地域住民から問題視されている。
このような状況を受け、平成13年度に、宇治川で実施していた「清流ルネッサンス２１」の継続事業として、仁淀川・宇治川・相生川
は、「第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」に選定され、特に水質汚濁の著しい相生川を中心に、河川事業
者、下水道事業者、地方公共団体、地域住民等が連携して、仁淀川の白濁感の解消に加え、水生生物が共生できる河川環境の
創出を図るため、目標年度の平成22年度（西暦2010年度）における水質改善目標を定め、その達成に向けた水環境改善施策を総
合的、緊急的に推進する取り組みを進めている。この計画に基づき、下水道事業者は下水道整備率の向上、地方公共団体及び
地域住民（製紙工業会）は事業系負荷の削減を行っており、河川管理者も沈殿水路方式による水質浄化施設等を設置し、関係機
関による汚濁負荷削減後の流水の浄化を行い、水質改善目標を達成させる。

【仁淀川水系仁淀川・宇治川・相生川水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）】
・目標とする水環境（仁淀川）：白濁感の解消並びに透明度の改善。良好な景観の維持。等
・計画期間：平成13年度～平成22年度
・将来水質（平成22年度）：SS32.1mg/L（相生川：仁淀川合流点、無対策の場合）
・目標水質：SS10mg/L以下（相生川：仁淀川合流点）
・目標達成のための施策：
　・河川事業：沈殿方式水質浄化施設の設置(他施策実施後の将来水質18.3mg/L→目標水質SS10mg/L、計画水量0.54m3/s）
　・下水道事業：下水道事業の推進、接続率の向上
　・その他施策：事業系負荷の削減（いの町助成制度の活用による排水処理施設の設置等）、河川清掃・啓発活動

便益の主な根拠 代替法（下水処理施設）により便益を測定し、費用対効果を算出。

平成 21 年度

目的・必要性

カルテ表示項目

検索対象都道府県指定（複数指定化）

基準年度 平成21年度

概要図（位置図） 位置図.pdf

－

流域での汚濁負荷削減等後の相生川将来水質SS18.3mg/Lを10mg/Lまで浄化することで、相生川合流後の仁淀川の白濁化、汚
濁物堆積、異臭等環境上の課題を解消できる。これにより、高知上水、いの町上水等によりきれいな水を供給することが可能とな
り、生態系にも良い影響を与えることが期待でき、ひいてはアユ漁等漁業への効果も期待される。

その他

事業の効果等

社会経済情勢等の変化

10.3k付近に合流する左支川相生川の水質は劣悪（白濁化）で、その流入のため合流点より下流の仁淀川では、左岸に沿って白濁
水が流下し、汚濁物が堆積するなど水質・景観上の問題が顕在化している。また、合流点の下流側には上水（高知市、いの町）取
水施設があるため地域住民から問題視されてきており、仁淀川漁協は、近年、アユの遡上が減少していることもあって、平成９年
に漁協が抗議決議を行い、高知県に申し入れを実施する等社会問題化した経緯がある。

事業の進捗状況 平成２１年度予算により、沈殿池施設5基の内4基及び脱水処理設備の整備を完了予定。

事業の進捗の見込み 平成２２年度に沈殿池施設を１基等を施工し完成する見込み。

コスト縮減や代替案立案
等の可能性

＜コスト縮減＞
・水質浄化手法について、当初計画では機械的浄化手法で検討していたが、沈殿処理による浄化手法へと変更。これにより、建設
費及び維持管理費を削減。
・脱水処理機について、本浄化施設で発生する汚泥の場合、速度優先運転を行えば通常運転の約1.8倍の処理能力が可能である
ことを現地実験で確認し、この結果に基づき建設費及び維持管理費を削減。
・脱水ケーキの有効利用。脱水ケーキをペレット化することにより処分費が不要となり、維持管理費を削減。

事業期間

事業名(箇所名) 仁淀川水系総合水系環境整備事業（相生川）

高知県吾川郡いの町

事業
主体

四国地方整備局
担当課

実施箇所

担当課長名

該当基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新により再評価の実施の必要が生じた事業

高知県

事業諸元

総事業費(億円)

沈殿池施設 5基、水路付帯工 1式、護岸工 170m、脱水処理機 1基

事業全体の
投資効率性

約9 残事業費（億円） 約1.3

H13 ～ H22

B：総便益(億円) 23 C:総費用(億円) 13

対応方針理由 事業の必要性、重要性がある

EIRR (%) －

残事業の投資効率性 B：総便益(億円) C:総費用(億円) B/C

対応方針原案 継続

B/C 1.76 B-C 10



 - 1 -

事業名 仁淀川水系総合水系環境整備事業（相生川） 事業主体 四国地方整備局 

事業区間 
仁淀川左岸 10.3k 付近 

（延長：1.2km） 
整備内容 

沈殿池施設、脱水処理施設、 

水路付帯施設、護岸 等 

建設事業着手 平成 13 年度 

完成予定 平成 22 年度 

事 

業 

の 

概 

要 

全体事業費 ９億円 

該当基準 

 

事

業

の

目

的 

仁淀川は、下流部の直轄区間においても概ねＡＡ類型の水質を達成し、透明度の高い極めて清冽

な水質を維持している河川である。しかし、10.3k付近に合流する左支川相生川の水質は劣悪（白

濁化）で、その流入のため合流点より下流の仁淀川では、左岸に沿って白濁水が流下し、汚濁物が

堆積するなど水質・景観上の問題が顕在化している。また、合流点の下流側には上水（高知市、い

の町）取水施設があるため地域住民から問題視されてきており、仁淀川漁協は、近年、アユの遡上

が減少していることもあって、平成９年に漁協が抗議決議を行い、高知県に申し入れを実施する等

社会問題化した経緯がある。 

このような状況を受け、平成13年度に、宇治川で実施していた「清流ルネッサンス２１」の継続

事業として、仁淀川・宇治川・相生川は、「第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」

に選定され、特に水質汚濁の著しい相生川を中心に、河川事業者、下水道事業者、地方公共団体、

地域住民等が連携して、仁淀川の白濁感の解消に加え、水生生物が共生できる河川環境の創出を図

るため、目標年度の平成22年度（西暦2010年度）における水質改善目標を定め、その達成に向けた

水環境改善施策を総合的、緊急的に推進する取り組みを進めている。この計画に基づき、下水道事

業者は下水道整備率の向上、地方公共団体及び地域住民（製紙工業会）は事業系負荷の削減を行っ

ており、河川管理者も沈殿水路方式による水質浄化施設等を設置し、関係機関による汚濁負荷削減

後の流水の浄化を行い、水質改善目標を達成させる。 
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1.流域及び河川の概要 

相生川は、流域面積が約 0.70km2、河川延長 1.2km。いの町内を流下し、仁淀川左岸の 10.3k 付近に合

流する。また、相生川流域は市街化が進んでおり、地場産業である和紙工場なども立地する。下水道整

備が完成していないことなどもあり水質の汚濁（白濁化）が著しい。 

仁淀川及び相生川の概要は以下の通りである。 

表   相生川・仁淀川の概要 

河川名 

項目 
相生川 （参考）仁淀川 

流域面積 0.70 km2 1,560 km2 

土地利用状況 住宅地。（和紙工場が立地） 山地 97％、平地 3％を占める。

流域人口(H20 年度) 1,680 人 約 10.9 万人 

河川延長等 1.2km 
幹線流路延長：124km 

直轄区間：15.43km 

 

2.流況及び水質、負荷量の現状（相生川） 

(1)流況 

相生川では H13 年 12 月 14 日から自記観測による水位観測を開始した。平水流量としては 0.54m3/s で

ある。 

 

表  相生川（観測地点：池尻）の流況 

            単位（m3/s） 

項  目 最大流量 豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量 最小流量 年平均流量

平成 14 年 1.68 0.61 0.54 0.45 0.27 0.02 0.54

平成 15 年 1.90 0.50 0.44 0.38 0.24 0.02 0.47

平成 16 年 1.56 0.55 0.48 0.40 0.26 0.01 0.55

平成 17 年 1.09 0.63 0.58 0.52 0.42 0.31 0.59

平成 18 年 1.86 0.67 0.54 0.41 0.08 0.00 0.58

平成 19 年 1.62 0.70 0.61 0.51 0.34 0.01 0.61 

平成 20 年 0.81 0.68 0.62 0.60 0.49 0.28 0.64 

平  均 
1.90 

(最大値) 

0.62 0.54 0.47 0.30 0.00 0.47

(最小値)
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(2)水質 

○SS 

 平成 14 年以前の SS は、40mg/L 前後にまで達するかなり劣悪な状況（白濁）。それ以降は、地域の努力

により一定の改善傾向が見られるが、10～30mg/L で推移しており、更なる水質改善が必要である。流水

には製紙排水が含まれており、製紙微細物質等が SS に含まれる。 

 

3.水環境保全上の問題点 

以上のように劣悪な水質の相生川の流水が合流することにより、合流点より下流の仁淀川では、左岸

に沿って白濁水が流下し、汚濁物が堆積している状況にあり、このことが環境上のさまざまな課題を発

生させている。 

・ 仁淀川の相生川合流点より約 1km 下流に、高知市上水、いの町上水、吾南用水の取水地点があり、地

域住民等が影響を懸念している。 

・ 仁淀川と宇治川・相生川の合流点付近には、アユの好漁場・産卵場があり、地域住民・漁業関係者な

ども影響を危惧しており、早急な水質改善を望んでいる。 

・ 相生川合流後の河川の白濁や汚濁物の堆積は、清流仁淀川の景観を壊し河川利用を阻害している。 

このような状況から、地域一帯となった仁淀川（相生川）の水質改善への取り組みが必要となっている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0

10

20

30

40

50

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

SS
（
m

g/
L）



 - 4 -

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 

業 

内

容 

・ 

対

策

工

法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.事業の必要性 

 水質汚濁（白濁化）の著しい相生川の水質の改善および、その合流先である仁淀川で顕在化している

水質・水利用・生態系・河川利用・景観など、さまざまな課題の軽減にのため、流域対策、河川事業、

下水道事業等の水環境改善施策を総合的・緊急的に推進する必要がある。 

 

2.清流ルネッサンスⅡの計画内容 

(1)清流ルネッサンスⅡの経緯 

仁淀川・宇治川・相生川は、平成 13 年 8 月「第二期水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」

に選定され、特に水質汚濁の著しい相生川を中心に、河川事業者、下水道事業者、地方公共団体、地域

住民等が連携して「地域協議会」が設立された。 

その後、地域協議会や検討部会で審議を重ね、平成 15 年 11 月に「緊急行動計画」を策定し、仁淀川

の白濁感の解消に加え、水生生物が共生できる河川環境の創出を図るため、目標年度の平成 22 年度（西

暦 2010 年度）における水質改善目標を定め、その達成に向けた水環境改善施策を総合的、緊急的に推

進する取り組みを進めている。 

 

1)地域協議会及び地域協議会検討部会 

地域協議会・検討部会にて、地域等との合意を諮りながら緊急行動計画を策定している。 

【設置の目的】 

  地域協議会：第二期水環境改善緊急計画（清流ルネッサンスⅡ）の推進について 

      （平成 13 年 3 月 29 日 国河環発第 24 号）に基づき設置。 

   構成：学識経験者（検討部会議長、水生生物）、地元住民団体代表（区長会、製紙工業会、漁協 

等）、行政（国土交通省、高知県、いの町） 

 

  地域協議会検討部会：地域協議会の分科会とし、水質改善施策について技術的指導、助言を得る  

ことを目的に設置。 

構成：学識者、県水質部局、製紙工業会、行政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6回 地域協議会開催状況     第 11 回 地域協議会検討部会開催状況 
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 2)地域協議会、地域協議会検討部会の経緯 

  清流ルネッサンス 21 の結果を受けて清流ルネッサンスⅡが開始され、これまで水質浄化手法の選

定・評価、整備計画内容の協議を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)計画年度 

本計画は、現況基準年度を平成 12 年度、計画目標年度を平成 22 年度とする。 

計画目標年次 

現況基準年度 平成 12 年度（西暦 2000 年） 

計画目標年度 平成 22 年度（西暦 2010 年） 

 

(3)目標とする水環境 

仁淀川（相生川）における、白濁感の解消及び透明感の改善を達成の評価となる目標水質等は、生物

の生息、及び快適な景観、親水活動等も考慮し、水質項目として SS を目標水質項目とする。また、水

質目標値は、白濁感の解消や透明度の改善等の望ましい水環境が評価できるような目標水質とし、下表

の通りとする。 

 

目標とする水環境のイメージ 

“清流と砂州・周辺の緑と青空の織りなすによどの景色” 

“ホタルが飛び交い、魚影がうつるふるさとの田園河川” 

 

 

 

 

H17.1～2 第6回検討部会、第4回協議会
・上向流ろ過施設を沈殿方式に再検討

H18.2～3 第7回、第8回検討部会
・浄化手法の変更を検討

H19.4 第9回検討部会、第5回協議会
・新規浄化施設の工法（沈殿方式）に決定

・H18年度 実規模水路における実験検討

・H17年度 小規模水路における実験検討

H19.12 第10回検討部会 、H20.1 第6回協議会
・相生川の将来水質の見直しによる施設計画再検討

・H19年度 実規模水路における実験検討

H21.3 第11回検討部会
・目標設定見直しによる施設計画再検討等

・H20年度 実規模水路における実験検討

H22.1 第12回検討部会 、H22.2 第7回協議会
・脱水処理方法の変更等

・H21年度 実規模水路における実験検討

仁淀川と相生川の水質の現状と課題
・H3 宇治川(音竹)BOD7mg/L(C類型基準超過)

H6～H12
清流ルネッサンス21の実施

（成果）
・水質改善が進行

（残された課題）
・一部区間の白濁感
・相生川の水質汚濁（新規）

H13
清流ルネッサンスⅡの選定

・新たに相生川を加え、水質改善
・白濁感の解消
・水環境施策の推進

河川事業
（宇治川）

・既存浄化施設の有効活用
・多自然型川づくりの実施

（相生川）
・新規浄化施設の設置

その他の施策
（宇治川、相生川）

・生活系排水対策
・事業系排水対策

（いの町助成制度あり）
・水環境意識の向上

下水道事業
（宇治川、相生川）

・下水道事業の推進
・下水道接続率の向上

H15.11第3回協議会
緊急行動計画書の策定

H15 第1～5回検討部会
・相生川新規浄化手法の検討
・望ましい水環境

・各施策の役割分担

H17.1～2 第6回検討部会、第4回協議会
・上向流ろ過施設を沈殿方式に再検討

H18.2～3 第7回、第8回検討部会
・浄化手法の変更を検討

H19.4 第9回検討部会、第5回協議会
・新規浄化施設の工法（沈殿方式）に決定

・H18年度 実規模水路における実験検討

・H17年度 小規模水路における実験検討

H19.12 第10回検討部会 、H20.1 第6回協議会
・相生川の将来水質の見直しによる施設計画再検討

・H19年度 実規模水路における実験検討

H21.3 第11回検討部会
・目標設定見直しによる施設計画再検討等

・H20年度 実規模水路における実験検討

H22.1 第12回検討部会 、H22.2 第7回協議会
・脱水処理方法の変更等

・H21年度 実規模水路における実験検討

H17.1～2 第6回検討部会、第4回協議会
・上向流ろ過施設を沈殿方式に再検討

H18.2～3 第7回、第8回検討部会
・浄化手法の変更を検討

H19.4 第9回検討部会、第5回協議会
・新規浄化施設の工法（沈殿方式）に決定

・H18年度 実規模水路における実験検討

・H17年度 小規模水路における実験検討

H19.12 第10回検討部会 、H20.1 第6回協議会
・相生川の将来水質の見直しによる施設計画再検討

・H19年度 実規模水路における実験検討

H21.3 第11回検討部会
・目標設定見直しによる施設計画再検討等

・H20年度 実規模水路における実験検討

H22.1 第12回検討部会 、H22.2 第7回協議会
・脱水処理方法の変更等

・H21年度 実規模水路における実験検討

仁淀川と相生川の水質の現状と課題
・H3 宇治川(音竹)BOD7mg/L(C類型基準超過)

H6～H12
清流ルネッサンス21の実施

（成果）
・水質改善が進行

（残された課題）
・一部区間の白濁感
・相生川の水質汚濁（新規）

H13
清流ルネッサンスⅡの選定

・新たに相生川を加え、水質改善
・白濁感の解消
・水環境施策の推進

河川事業
（宇治川）

・既存浄化施設の有効活用
・多自然型川づくりの実施

（相生川）
・新規浄化施設の設置

その他の施策
（宇治川、相生川）

・生活系排水対策
・事業系排水対策

（いの町助成制度あり）
・水環境意識の向上

下水道事業
（宇治川、相生川）

・下水道事業の推進
・下水道接続率の向上

H15.11第3回協議会
緊急行動計画書の策定

H15 第1～5回検討部会
・相生川新規浄化手法の検討
・望ましい水環境

・各施策の役割分担

仁淀川と相生川の水質の現状と課題
・H3 宇治川(音竹)BOD7mg/L(C類型基準超過)

H6～H12
清流ルネッサンス21の実施

（成果）
・水質改善が進行

（残された課題）
・一部区間の白濁感
・相生川の水質汚濁（新規）

H13
清流ルネッサンスⅡの選定

・新たに相生川を加え、水質改善
・白濁感の解消
・水環境施策の推進

河川事業
（宇治川）

・既存浄化施設の有効活用
・多自然型川づくりの実施

（相生川）
・新規浄化施設の設置

その他の施策
（宇治川、相生川）

・生活系排水対策
・事業系排水対策

（いの町助成制度あり）
・水環境意識の向上

下水道事業
（宇治川、相生川）

・下水道事業の推進
・下水道接続率の向上

H15.11第3回協議会
緊急行動計画書の策定

H15 第1～5回検討部会
・相生川新規浄化手法の検討
・望ましい水環境

・各施策の役割分担
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清流ルネッサンスⅡにおける望ましい水環境 

望ましい
目標水質

10以下
仁淀川との
合流点前

・白濁感の解消
・透明感の改善
・仁淀川の良好な

景観の維持

（相
生
川
）

仁
淀
川

SS
（mg/L）

景 観

評価地点

望ましい
環境要素河

川

望ましい
目標水質

10以下
仁淀川との
合流点前

・白濁感の解消
・透明感の改善
・仁淀川の良好な

景観の維持

（相
生
川
）

仁
淀
川

SS
（mg/L）

景 観

評価地点

望ましい
環境要素河

川

 

 
(4)全体施策内容 

本計画は、良好な水環境を達成するため、関係する各機関が協力して総合的・緊急的な水質改善施策

を実施するものとし、その施策の概要と目標達成に向けた負荷削減の役割分担を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策メニュー 平成22年までの整備目標 

 河川名 施設名  

既設浄化施設の有

効活用 
宇治川

水水浄化

施設 

・曝気付接触酸化法：取水方式変更等による有効活用 

・計画除去率：BOD約83％、SS約75％ 
河
川
事
業 新規浄化施設の設

置 

相生川

（仁淀

川河川

敷） 

未定 

沈殿方式水質浄化施設（750m2） 

・ 相生川の白濁感の解消、透明感の改善の為に実施 

・水面積負荷 約78 m3/m2/日 

・ 計画除去率：SS約45％ 

 

全体計画 

・対象地域：いの町1町 

・計画処理人口：16,800人 

・ 計画整備面積：417.42ha（汚水計画区域） 

・ 計画処理水量：日最大10,660m3/日 

宇治川 H23 
・水洗化人口：4,280人(流域内人口：12,680人) 

・水洗化人口普及率：33.8％ 

いの町公共下水道

事業よる下水道整

備の推進 

 

相生川 H23 

・面整備率：100％（平成18年度に整備完了） 

・水洗化人口：2,170人(流域内人口2,320人) 

・水洗化人口普及率：93.5％ 

下
水
道
事
業 

下水道接続率の 

向上 
・指導員の派遣やPRなどにより水洗化率の向上を図る。 

 

八代地区農業集落

排水事業 

・ 処理計画区域内人口：520人 

・ 計画汚水量（日平均）：141m3/日 

・ 供用開始：平成10年度 

・ 放流水質(実績)：BODで5mg/L以下、SSで10mg/L以下 

合併処理化の推進 
・ 広報等によるPRなどを実施し、下水道整備区域外における単独浄化槽及び汲

み取りから転換を促進 

事業系排水対策の

強化 

・ 平成11年度排水処理施設整備補助金交付要綱を策定、条件を満たす施設を整

備する製紙工場に対して補助金の交付 

平成14年までに3社が補助金交付を申請。今後補助金枠の拡大を検討してい

る 

水環境保全意識の

向上 

・ 多くの団体による、仁淀川・宇治川・相生川流域における河川清掃や除草、

PR活動の実施 

そ
の
他
の
施
策 

多自然型川づくり

(宇治川) 
・ 天神ヶ谷川において平成13年度以降計画的に推進（高知県） 

 

施策メニュー 平成22年までの整備目標 

 河川名 施設名  

既設浄化施設の有

効活用 
宇治川

水水浄化

施設 

・曝気付接触酸化法：取水方式変更等による有効活用 

・計画除去率：BOD約83％、SS約75％ 
河
川
事
業 新規浄化施設の設

置 

相生川

（仁淀

川河川

敷） 

未定 

沈殿方式水質浄化施設（750m2） 

・ 相生川の白濁感の解消、透明感の改善の為に実施 

・水面積負荷 約78 m3/m2/日 

・ 計画除去率：SS約45％ 

 

全体計画 

・対象地域：いの町1町 

・計画処理人口：16,800人 

・ 計画整備面積：417.42ha（汚水計画区域） 

・ 計画処理水量：日最大10,660m3/日 

宇治川 H23 
・水洗化人口：4,280人(流域内人口：12,680人) 

・水洗化人口普及率：33.8％ 

いの町公共下水道

事業よる下水道整

備の推進 

 

相生川 H23 

・面整備率：100％（平成18年度に整備完了） 

・水洗化人口：2,170人(流域内人口2,320人) 

・水洗化人口普及率：93.5％ 

下
水
道
事
業 

下水道接続率の 

向上 
・指導員の派遣やPRなどにより水洗化率の向上を図る。 

 

八代地区農業集落

排水事業 

・ 処理計画区域内人口：520人 

・ 計画汚水量（日平均）：141m3/日 

・ 供用開始：平成10年度 

・ 放流水質(実績)：BODで5mg/L以下、SSで10mg/L以下 

合併処理化の推進 
・ 広報等によるPRなどを実施し、下水道整備区域外における単独浄化槽及び汲

み取りから転換を促進 

事業系排水対策の

強化 

・ 平成11年度排水処理施設整備補助金交付要綱を策定、条件を満たす施設を整

備する製紙工場に対して補助金の交付 

平成14年までに3社が補助金交付を申請。今後補助金枠の拡大を検討してい

る 

水環境保全意識の

向上 

・ 多くの団体による、仁淀川・宇治川・相生川流域における河川清掃や除草、

PR活動の実施 

そ
の
他
の
施
策 

多自然型川づくり

(宇治川) 
・ 天神ヶ谷川において平成13年度以降計画的に推進（高知県） 
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※無対策（H22)：下水道普及率を H12 年で固定し（94％）、H22 年の人口増を見込み、事業系排水は

H12 年の負荷量としたケース。 

※下水道+事業（H22）：H22 年まで人口増、下水道の進歩を見込みいの町の排水規制まで事業系対策が

進捗したケース 

※目標：相生川の水質が SS10mg/L の時の負荷量。 

 

(5)地域連携への取り組み 

地域が一体となって、積極的に水質改善や良好な景観の維持に努めている。 
月に一度、製紙工業会による河道内清掃が積極的行われている。また、地域住民による河原の一

斉清掃も年に1回程度開催されている。 
仁淀川・宇治川・相生川流域では、河川愛護団体がいくつかあり、河川清掃、堤防への植樹活動、

啓発看板設置やパンフレット配布等の啓発活動等を行っている。また、各団体単独の活動だけでな

く、小学校や地区子供会、地区町内会、いの町や国土交通省等と協力連携した活動も実施している。

これらの活動に対し、いの町では仁淀川水系清流保全対策事業により補助金を交付しており、相

生川・早稲川を美しくする会、宇治川を美しくする会、仁淀川の清流と水辺環境を守る会、美美倶

楽部、枝川小土曜子供会等が補助を活用して活動を行っている。 
 

 

 

 

 

 

0

400

800

1,200

1,600

無対策（H22） 下水道+事業
（H22）

目標(H22)

S
S
負
荷
量
(k
g/
日
）

河川事業で削減
-390ｋｇ/日

1,500

目標負荷量
467ｋｇ/日

857

水質32.1mg/L 水質18.3mg/L 水質10.0mg/L

製紙工場による清掃 

（月１回程度） 

地域住民による清掃 

（ほぼ毎年年１回程度） 
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宇治川の河川清掃風景 

 

 

3.相生川水質浄化事業 

 河川管理者は、緊急行動計画に基づき、地域での汚濁負荷削減後の相生川流水を対象に水質目標を達

成し、合流後の仁淀川における白濁感や汚濁物の堆積を抑制することにより、さまざまな環境上の課題

を改善することを目的として、水質浄化施設の整備を進めており、その概要を以下に示す。 

 

(1)浄化事業の概要 

各浄化施設の諸元を以下に示す。 

【水質浄化施設（沈殿水路方式）】 

・浄化流量：0.54m3/s 

・流入水質：SS18.3mg/L 

・放流水質：SS10mg/L（SS 除去率 45.4％） 

・処理方法：沈殿方式 

・水槽数 ：５槽 

・水面積 ：750m2（水面積負荷 62m3/m2/d） 

【堆積物処理施設】 

・対象物：沈殿水路内堆積物（浚渫物、固形物濃度約１％） 

・運搬手段：バキュームカー 

・作業日数：週当たり４日 

・脱水施設設置場所：浄水苑（いの町下水処理場） 

・脱水量(最大)： 75m3/日 

・脱水機仕様：スクリュープレス型脱水機 

・脱水ろ液処理：沈殿処理後、下水道放流 

・脱水ケーキ処分：当面、エコセメント処分、将来はペレット燃料化により有効利用 

・脱水ケーキ発生量：年間 約 450ｔ（含水率 65%の場合） 
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(2)浄化施設の概要 

 1)施工箇所 

  相生川浄化施設と堆積物処理施設（脱水機）の設置場所を示す。 

   

2)相生川浄化施設の配置 

  仁淀川の河川敷に５槽の沈殿水路を設置して沈殿除去した後、浄化水を放流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3)堆積物処理施設の概要 

沈殿水路内の堆積物をいの町下水処理場（浄水苑）内に設置する脱水処理施設へ運搬する。 

脱水後のろ液（絞り汁）は下水処理場受入予定である。また、脱水ケーキはペレット化する予定で

ある。（いの町にて実験中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

仁淀川

相生川

仁淀川仁淀川

相生川

いの町下水処理場（浄水苑）敷地仁淀川河川敷

沈殿水路（堆積物処理中）

堆積物
貯留槽

　脱水機、
　脱水ろ液処理設備(沈
殿)
　脱水施設建屋

曝気設備

引き抜き堆積物

脱水ろ液
処理水

普通車バキュームカー

堆積物の引き抜き
普通車バキュームカー

往復

下水道
受け入れ

ペレット化

脱水ｹｰｷ

【運搬距離：約1.0km】
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(3)事業の効果 

 1)仁淀川における環境上の課題の改善 

●河川水質、河川景観の改善『相生川の白濁感を解消』 

○良好な水質となることで、白濁化の解消、汚濁物堆積の解消、異臭の解消等効果が期待でき、河川

利用の利便性が向上。 

○アユ漁等の漁業関係者へ良好な影響をもたらす。（漁獲高、魚価が上がる、遊漁者が増える等） 

○高知上水、伊野上水、吾南用水（農業用水）に対する影響の心配が無くなり、より綺麗な水を供給

できる。 

○清流仁淀川に対する景観上の悪影響を回避出来ることから、地域住民、旅行者等に対して良好な景

観を提供できる。 

 

  2)水質浄化効果の具体例（平成２１年度現地実験結果） 

○目標となる SS 除去率は 45.4％で、水質浄化モニタリング（現地実験）を実施。 

○平成２１年度現地実験の SS 除去率は 57.3％と目標を大きく上回った。 

○堆積最終週においても、SS 除去率は 50%を確保しており、長期的な水質浄化能力を確認。 

また、ＢＯＤ除去率は 31.2%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3)費用対効果分析結果（代替法） 

総便益（B） 総費用（C） B／C B-C 

約 23 億円 約 13 億円 1.76 約 10 億円 

・相生川浄化事業による水質改善効果と同等の効果が得られる対策の中で最も安価な手法として、下

水道施設を選定し、その代替手法に必要な建設費（現在価値化）を便益として相生川浄化施設の費

用対効果分析を行った。 

・評価年度の平成 21 年度を基準年とし、耐用期間を終了する 18 年後の平成 40 年までを評価対象期

間とした。 

・沈殿水路５槽整備、４槽運用のケースであり、計画処理流量は 0.54m3/s。 

・下水道施設の概要 

相生川浄化施設と同等の効果が得られる下水道施設の諸元 

 ・水処理施設の種類：急速ろ過施設 

 ・浄化流量：0.54m3/s、標準 SS 除去率：約 60％、標準 BOD 除去率：約 40％ 

※流域別下水道整備総合計画調査指針と解説（以下、流総指針という）より選定。 
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・下水処理施設（急速ろ過施設）の費用計算（総便益：B） 

下水処理施設の建設費、維持管理費は以下の費用関数（流総指針より）から算出した。 

[建設費]：353Q0.46×（103.3/101.1） 

[維持管理費]：0.739Q0.92×（103.3/101.1） 

※汚泥処分費は別途算出し、維持管理費に含めた。 

①事業費（建設費）＝2,113.0 百万円 

 ②残存価値＝総費用（建設費（現在価値化））の 10％＝233.7 百万円 

※事業費は治水ﾏﾆｭｱﾙによると残存価値は総費用の 10％で積算する。 

 ③下水処理施設（急速ろ過施設）の費用 

   事業費（現在価値化）から残存価値を除いて算出。 

費用＝事業費（現在価値化）－残存価値 

  ＝2,337.3 百万円－233.7 百万円＝2,103.6 百万円 

 

・相生川浄化事業の費用計算（総費用：C） 

 ①事業費＝900 百万円 

（平成 13 年～27 年度） 

 ②維持管理費＝28 百万円／年（504 百万円／18 年） 

 ③残存価値＝総費用の 10％＝132.7 百万円 

④費用 

   事業費（現在価値化）＋維持管理費（現在価値化）から残存価値を除いて算出。 

費用＝事業費（現在価値化）＋維持管理費（現在価値化）－残存価値 

  ＝954.0 百万円＋372.9 百万円－132.7 百万円＝1,194.2 百万円 

 

（参考）浄化水量（0.54m3/s）あたりの事業単価 

    総費用 1,194.2 百万円÷221.4 百万 m3＝5.39 円/m3（償還年数 18 年） 

    維持管理費 28 百万円÷17.0 百万 m3＝1.65 円/m3（年あたり） 

 

・費用対効果（代替手法との比較） 

 ①B／C＝下水道事業の費用（急速ろ過施設の費用）÷相生川浄化事業の費用 

   ＝2,103.6 百万円 ÷ 1,194.2 百万円＝1.76 

 ②EIRR（経済的内部収益率）＝算定不能 
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(4)コスト縮減や代替案の可能性 

1)安価で効果的な水質浄化方法の選定（計画段階） 

  清流ルネッサンスⅡ計画当初は相生川の白濁感の解消手段として機械的浄化手法である上向流ろ

過方式を検討していた。同法は、敷地面積は小さくて済むものの、複雑な機械設備であることから建

設費や維持管理費が高額になると判明した。そのため、幅広く水質浄化手法を検討し、敷地面積は若

干広くなるものの、浄化原理が単純で建設費及び維持管理費が安価となる沈殿方式の浄化手法を採用

した。 

 

2）脱水機の運転方法の選定（計画段階） 

  今回採用のスクリュープレス型脱水機には通常運転と、脱水速度を上げる脱水速度優先の運転方法

がある。メーカーヒアリング及び現場実験による性能確認を実施した結果、脱水速度優先の運転では

通常運転の 1.8 倍の能力が確認できた。このため、機械設備の規模を大きくすることなく、稼働時間

短縮（5→4 日/週の運転）に伴う能力アップが可能である。これにより、建設費及び維持管理費のコ

スト縮減が出来る。 

 

3)脱水ケーキの有効利用（計画段階） 

  堆積物処理施設にて脱水した堆積物（脱水ケーキ）のペレット化事業をいの町が実施中である。 今

年度は現地浄化実験にて発生した脱水ケーキを活用し、燃焼実験を実施。脱水ケーキのペレット化が

実現すると脱水ケーキの処分費が不要となり、維持管理費用の縮減が出来る。 

 

(5)環境に対する取り組み 

1)薬剤を使用しない水質浄化方法の選定 

  水質浄化方法は沈殿方式を採用しており、沈降を促進する凝集剤などの薬剤を使用していない。し

たがって、資源の消費や環境に対する影響を心配する必要がなく、環境に優しい処理工法である。 

 

2)巨石護岸の採用 

  通常のコンクリート護岸に代えて、巨石護岸を採用した。コンクリート製と比較して景観に優れて

おり、また多孔質な表面を有しているので、生物の生息環境を創出する点においても環境に配慮した

工法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 
巨石護岸の状況 
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費用対効果算出資料 
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